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一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
等
調
査
対
策

特
別
委
員
会 

中
間
報
告（
要
旨
）

　当
委
員
会
は
、
６
月
22
日
に
設
置
さ

れ
、
付
議
事
件
は
、「
糸
魚
川
市
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
適
正
化
及
び
恒
久

対
策
に
つ
い
て
」
、「
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
新
増
設
に
つ
い
て
」
、「
不
燃

ご
み
中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て
」
、「
ご
み

処
理
施
設
の
調
査
及
び
対
策
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
。
第
２
回
か
ら
第
５
回
ま

で
の
特
別
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
、

中
間
報
告
を
行
い
ま
す
。

　７
月
11
日
の
第
２
回
特
別
委
員
会
で

は
、
株
式
会
社
日
立
製
作
所
の
担
当
者

を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
ご
み
処
理

場
の
ト
ラ
ブ
ル
や
改
修
等
の
経
過
を
厳

し
く
追
及
し
た
が
、
同
社
は
、
前
特
別

委
員
会
で
認
め
た
道
義
的
責
任
以
外
の

企
業
責
任
は
一
切
認
め
ず
、
平
行
線
で

あ
っ
た
。

　８
月
２
日
の
第
３
回
特
別
委
員
会
で

は
、「
７
月
28
日
に
同
社
か
ら
、
損
害
賠

償
と
し
て
４
千
２
百
万
円
、
ま
た
、
平

成
24
年
度
以
降
の
施
設
の
運
転
管
理
委

託
費
は
２
億
８
千
５
百
万
円
と
す
る
提

案
を
受
け
た
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

当
委
員
会
終
了
後
、
正
副
議
長
、
正
副

委
員
長
及
び
市
と
、
同
社
と
で
協
議
を

行
っ
た
。
企
業
責
任
を
認
め
な
い
同
社

の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
市

が
要
望
額
等
を
示
し
、
同
社
が
そ
れ
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
８
月
４
日
、

市
は
、
損
害
賠
償
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

議
員
発
議
に
よ
る

　
　意
見
書
の
提
出

の
経
費
約
1.8
億
円
の
半
額
を
、
ま
た
、

平
成
24
年
度
以
降
の
運
転
管
理
委
託
費

は
大
規
模
修
繕
を
含
め
2.5
億
円
を
要
望

し
た
。

　８
月
26
日
の
第
５
回
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
市
長
か
ら
「
同
社
か
ら
、
損

害
賠
償
額
は
４
千
８
百
万
円
、
平
成
24

年
度
以
降
の
運
転
管
理
委
託
費
は
２
億

５
千
８
百
万
円
と
し
た
い
旨
の
回
答
を

受
け
た
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
市
長
は

「
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、
市
の
顧
問

弁
護
士
か
ら
、
同
社
が
企
業
責
任
を
認

め
た
よ
う
な
額
で
あ
る
と
の
見
解
を
得

た
こ
と
、
ま
た
、
運
転
管
理
委
託
費
に

つ
い
て
も
同
規
模
施
設
の
全
国
平
均
の

範
囲
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
回
答
を
も
っ
て
同
社
と
和
解
し
、
一

応
の
決
着
と
し
た
い
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。
ま
た
市
長
は
、
同
社
と
の
協
議

に
議
会
側
も
参
画
し
た
こ
と
で
、
よ
り

有
利
に
協
議
が
進
ん
だ
こ
と
に
感
謝
の

意
を
示
し
た
。

　当
委
員
会
は
、「
今
後
、
環
境
規
制
等

の
基
準
値
以
上
に
な
っ
た
場
合
の
責
任

を
、
契
約
書
・
仕
様
書
等
で
明
確
化
す

る
こ
と
」
、「
大
規
模
修
繕
に
か
か
る
費

用
の
交
渉
を
継
続
し
、
市
民
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
」
、「
管
理
監
督
体
制
の
一

層
の
強
化
と
、
同
社
の
責
任
に
つ
い
て

一
層
の
監
視
を
行
う
こ
と
」
の
３
点
を

集
約
事
項
と
し
、
当
委
員
会
と
し
て
、

和
解
を
了
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　次
に
、
８
月
22
日
の
第
４
回
特
別
委

員
会
に
お
い
て
集
約
し
た
、
８
月
11
日

の
大
野
区
特
別
委
員
会
と
の
委
員
会
協

議
会
の
内
容
等
、
３
点
を
報
告
し
ま

す
。　ま

ず
、
大
野
区
は
現
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
水
処
理
と
安
定
化
工
事
の

早
急
な
実
施
を
希
望
し
て
い
る
一
方
、

行
政
は
増
設
工
事
と
セ
ッ
ト
で
提
案
し

て
い
る
点
に
つ
い
て
、
同
区
に
は
反
対

あ
る
い
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
も
お

り
、
市
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処

す
る
よ
う
、
同
区
か
ら
強
い
提
言
を
受

け
た
。

　２
点
目
と
し
て
、
同
区
に
一
般
廃
棄

物
を
搬
入
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
専

門
家
を
交
え
た
慎
重
な
審
議
と
客
観
的

調
査
に
よ
っ
て
、
施
設
の
あ
り
方
や
処

理
方
法
を
専
門
的
に
示
し
、
区
民
か
ら

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
同
区
か
ら
要

請
を
受
け
た
。

　３
点
目
と
し
て
、
既
に
埋
立
て
済
み

の
廃
棄
物
か
ら
地
す
べ
り
・
集
中
豪
雨

等
に
よ
る
有
害
物
の
流
出
の
懸
念
・
不

安
の
払
拭
を
早
期
に
行
う
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
同
区
へ
の
補
償
に
つ
い

て
、
同
区
の
意
向
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
つ
つ
、
そ
の
客
観
性
・
妥
当
性
に
つ

い
て
当
委
員
会
で
議
論
し
て
ほ
し
い
等

の
意
見
を
同
区
か
ら
受
け
た
。

　こ
れ
ら
を
受
け
、
次
回
の
当
委
員
会

で
は
、
同
区
の
水
処
理
と
最
終
処
分
場

の
適
正
化
対
策
が
早
期
に
決
着
で
き
る

よ
う
な
行
政
方
針
の
提
案
を
お
願
し
、

中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
が
４
件

提
出
さ
れ
、次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

﹇
発
議
第
４
号
﹈

「
特
急『
北
越
号
』等
優
等
列
車
の
運
行

継
続
を
求
め
る
意
見
書
」

　提
出
者

　渡
辺

　重
雄

　賛
成
者

　保
坂

　
　悟

　９
月
21
日
の
本
会
議
で
審
議
・
可
決

し
、
新
潟
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

﹇
発
議
第
５
号
﹈ 

「
公
立
高
校
と
私
立
高
校
の
教
育
費
負

担
の
格
差
解
消
と
私
立
高
校
の
公
費（
私

学
助
成
）増
額
を
求
め
る
意
見
書
」

　提
出
者

　伊
藤

　文
博

　賛
成
者

　斉
木

　
　勇

　９
月
21
日
の
本
会
議
で
審
議
・
可
決

し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
衆
議
院

議
長
、
参
議
院
議
長
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。


